
　

１　業務量

２　収益的収支（損益計算書）

（１）損益計算書の要旨

１．営業収益 （4）他会計補助金

（1）下水道使用料 （5）長期前受金戻入

（2）雨水処理負担金 （6）雑収益

（3）その他営業収益

２．営業費用 ４．営業外費用

（1）管きょ費 （1）支払利息等

（2）ポンプ場費 （2）雑支出

（3）処理場費

（4）農業集落排水費

（5）浄化槽費

（6）流域下水道維持管理負担金 ５．特別利益

（7）総係費 （1）過年度損益修正益

（8）減価償却費

（9）資産減耗費

６．特別損失

（1）過年度損益修正損

３．営業外収益 当期純利益
（1）受取利息配当金 前年度繰越利益剰余金
（2）国庫補助金 その他未処分利益剰余金変動額
（3）他会計負担金 当年度未処分利益剰余金

（※金額は税抜きです。）

809,753 0

0
1,723 0
9,000 0

166

営業利益（△は損失） △ 2,039,397 166

94,664 167
2,210,012 167

13,463

3,402,366

601,591

71,205

42,314

153,892

経常利益（△は損失） △ 1
283,114

1,362,969

108,952 263,545

106,273 19,569

868,345 1,174,826

490,899 8,787

3,725 2,322,510

　令和７年度は、収益総額3,685,646千円に対して費用総額3,685,646千円となり、当期純利益は0千円でした。

損益計算書
（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

（単位：千円）

318,421

86.09%

年 間 有 収 水 量 5,305,406 ㎥ 5,380,406 ㎥ △ 75,000 ㎥ 98.61%

内訳
汚 水 処 理 水 量 8,197,437 ㎥ 8,572,853 ㎥ △ 375,416 ㎥ 95.62%

雨 水 処 理 水 量 2,254,566 ㎥ 2,618,963 ㎥ △ 364,397 ㎥

処 理 人 口 52,017 人 51,804 人 213 人 100.41%

年 間 総 処 理 水 量 10,452,003 ㎥ 11,191,816 ㎥ △ 739,813 ㎥ 93.39%

令和７年度　岩国市下水道事業決算の要領

　下水道事業の経営成績と財政状態をお知らせするため、令和７年度決算の要領を公表します。

　下水道事業の年間有収水量は5,305,406㎥で、有収率は64.7％でした。

区分 令和７年度 令和６年度
比　　較

増　　減 対前年度比率
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（２）収益・費用の内訳

（※金額は税抜きです。）

計 3,685,646

○収益の構成

その他収益 23,402

他会計補助金 318,421 公営企業繰出基準（総務省）によらない一般会計繰入金です。

長期前受金戻入 1,174,826 国庫補助金等、償却資産取得時に繰延経理をした財源を収益化したものです。

他会計負担金（雨水分） 490,899 公営企業繰出基準（総務省）による雨水処理経費に対する一般会計繰入金です。

他会計負担金（汚水分） 809,753 公営企業繰出基準（総務省）による汚水処理経費に対する一般会計繰入金です。

収益種別 決算額 内容

下水道使用料 868,345 下水道使用料（公共、農業集落排水、特定地域生活排水処理）の合計です。

　損益計算書に計上された収益・費用の内訳は次のとおりです。

○収益の内訳と内容
（単位：千円）

下水道使用料
(23.6%)

他会計負担金（雨水分）
(13.3%)

他会計負担金（汚水分）
(22.0%)

他会計補助金
(8.6%)

長期前受金戻入
(31.9%)

その他収益
(0.6%)

（※端数処理により、構成比率の合計は100%にならない場合があります。）

収益総額
3,685,646千円
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（※金額は税抜きです。）

○費用の構成

その他費用 99,520

計 3,685,646

動力費 141,764 処理場等下水道施設の電気代や燃料代です。

修繕費・工事請負費 58,548 下水道施設の修繕や維持のために要した費用です。

流域下水道維持管理負担金 153,892 周南処理区（玖珂・周東）の汚水処理費用として、山口県が運営する周南流域下水道に対し
て支払う維持管理負担金です。

人件費 95,465 下水道業務に従事する職員の人件費です。

支払利息 263,545 企業債（長期債）利子と一時借入金利子の合計です。

委託料 649,437 処理場の維持管理業務をはじめとする各種の業務委託料です。

費用種別 決算額 内容

減価償却費等 2,223,475 処理場、ポンプ場、管きょ等下水道施設の減価償却費と資産減耗費です。

○費用の内訳と内容
（単位：千円）

減価償却費等
(60.3%)

支払利息
(7.2%)

委託料
(17.6%)

流域下水道維持管理負担金
(4.2%)

人件費 (2.6%)

動力費 (3.8%)

修繕費・工事請負費 (1.6%)

その他費用 (2.7%)

費用総額
3,685,646千円

（※端数処理により、構成比率の合計は100%にならない場合があります。）
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３　資本的収支

（※金額は税込みです。）

計 2,919,345

○資本的収入の構成

他会計出資金 283,141 下水道事業に対する一般会計出資金です。

他会計補助金 315 公営企業繰出基準（総務省）によらない用地購入に対する一般会計繰入金です。

他会計負担金 90,295 公営企業繰出基準（総務省）による企業債償還金に対する一般会計繰入金です。

負担金等 29,543 受益者負担金等です。

企業債 1,281,500 建設事業の財源として借り入れた長期企業債です。

国庫補助金 1,234,551 社会資本整備総合交付金等、下水道の建設事業に対する国庫補助金です。

　令和７年度の資本的収支決算額とその内容は次のとおりです。

○資本的収入の内訳と内容
（単位：千円）

収入種別 決算額 内容

企業債
(43.9%)

国庫補助金
(42.3%)

他会計負担金 (3.1%)

負担金等 (1.0%)

他会計出資金
(9.7%)

他会計補助金(0.0%)

収入総額
2,919,345千円

（※端数処理により、構成比率の合計は100%にならない場合があります。）
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（※金額は税込みです。）

○資本的支出の構成

○資本的収入の不足額について

　資本的収入は企業債や国庫補助金等の外部資金のみが計上されるため、決算上は支出に対して収入不足

となります。この不足額は、損益勘定留保資金等の内部資金で賄われます。

計 4,185,581

企業債償還金 1,334,043 建設事業等の財源として借り入れた長期企業債の元金償還金です。

　　　〃　　　（流域下水道） 43,307 山口県が運営する周南流域下水道に対する建設負担金です。

固定資産購入費 14,888 公用車等、固定資産購入のための支出額です。

　　　〃　　　（農業集落排水） 3,228 農業集落排水施設の新設及び改築・更新のための支出額です。

　　　〃　　　（浄化槽） 4,654 浄化槽の新設のための支出額です。

　　　〃　　　（ポンプ場） 620,871 ポンプ場施設の改築・更新のための支出額です。

　　　〃　　　（処理場） 525,355 処理場施設の改築・更新のための支出額です。

支出種別 決算額 内容

建設改良費（管路） 1,639,235 管路施設の新設及び改築・更新のための支出額です。

○資本的支出の内訳と内容
（単位：千円）

建設改良費
(67.8%)

固定資産購入費
(0.4%)

企業債償還金
(31.9%)

支出総額
4,185,581千円

（※端数処理により、構成比率の合計は100%にならない場合があります。）
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４　貸借対照表

（１）貸借対照表の要旨

資産 負債

固定資産 固定負債

有形固定資産 企業債

無形固定資産 流動負債

流動資産 企業債

現金預金 未払金

未収金 賞与等引当金

貸倒引当金 その他流動負債

繰延収益

長期前受金

建設仮勘定長期前受金

資本

資本金

自己資本金

剰余金

資本剰余金

利益剰余金

（２）資金不足額の算定

0

資産合計 63,759,447 負債・資本合計 63,759,447

　令和７年度決算において、地方公共団体の財政の健全化に関する法律による資金不足額はありません。

2,650,696

14,347,357

9,576,722

9,576,722

4,770,635

4,770,635

976,156 8,483

△ 14,259 582

29,128,651

26,477,955

378,819 2,521,123

1,328,792 1,327,021

366,895 1,185,037

63,759,447 49,412,090

62,430,655 17,762,316

62,051,836 17,762,316

貸借対照表

（令和８年３月31日） （単位：千円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

貸借対照表日（令和8年3月31日）における資産合計は63,759,447千円、負債合計は49,412,090千円、資本

合計は14,347,357千円でした。
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５　経営指標

（１）公共下水道事業

（２）農業集落排水事業

（３）特定地域生活排水処理事業

基準外繰入金
（収益的収支分）

32,223 千円 収益的支出に充てられる基準外繰入金

※使用料対象経費とは、維持管理費と資本費（減価償却費、資産減耗費、企業債利子）の合計額のうち、一般会計からの繰入金等

により公費負担すべきものとされている部分を除いた金額で、使用料で回収すべき経費です。

汚水処理原価 510.9 円/㎥
有収水量１㎥当たりの汚水処理費
（使用料対象経費／有収水量）

維持管理原価 510.9 円/㎥
有収水量１㎥当たりの維持管理費
（使用料対象経費のうち維持管理費のみ／有収水量）

指標 令和７年度実績 説明

経費回収率 27.9 ％
使用料対象経費に対する使用料収益の割合
（使用料収益／使用料対象経費）

維持管理原価 267.9 円/㎥
有収水量１㎥当たりの維持管理費
（使用料対象経費のうち維持管理費のみ／有収水量）

基準外繰入金
（収益的収支分）

32,079 千円 収益的支出に充てられる基準外繰入金

経費回収率 58.5 ％
使用料対象経費に対する使用料収益の割合
（使用料収益／使用料対象経費）

汚水処理原価 267.9 円/㎥
有収水量１㎥当たりの汚水処理費
（使用料対象経費／有収水量）

基準外繰入金
（収益的収支分）

254,119 千円 収益的支出に充てられる基準外繰入金

指標 令和７年度実績 説明

汚水処理原価 221.0 円/㎥
有収水量１㎥当たりの汚水処理費
（使用料対象経費／有収水量）

維持管理原価 172.5 円/㎥
有収水量１㎥当たりの維持管理費
（使用料対象経費のうち維持管理費のみ／有収水量）

１人当たり企業債残高 80 千円
下水道整備人口１人当たりの企業債残高
（公費負担見込分を除く企業債残高／下水道整備人口）

経費回収率 74.4 ％
使用料対象経費に対する使用料収益の割合
（使用料収益／使用料対象経費）

指標 令和７年度実績 説明

人口普及率
（公共下水道）

39.2 ％ 行政区域内人口に対する下水道整備人口の割合
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